


































- 首振 り動作 ･視線 と談話 との関係について-
山 田 美 樹

















塩 入 す み
辛-ワ-ド:｢Ⅹ-｣型従属節,目的節,理由節,時節,主節の制約
本稿では,現代日本語の複文における従属節のうち,形態的に ｢-｣を
含むもの (｢タメニ- ･カラニ- ･トキ-｣など)を, ｢`Ⅹ-｣塑従属節'
と呼び,そのうちの ｢タメニ-｣｢カラニ-｣｢トキ-｣について,それぞ

















なく(て)｣と ｢のでは｣における ｢の(ど)｣は,スコープの ｢の(だ)｣で
あり,｢のだから｣と ｢のだが｣における ｢の(だ)｣は,ムードの ｢のだ｣
であることを示した｡
